
地理Ｂ（自宅学習プリント 13） アメリカの工業 

 教科書 p.302，p.303、地図帳 p.78、資料集 p.108，p.109、新地理の研究 p.52，p.53を参考にして、下の

図の 1～17の工業都市名とＡの鉄山名、Ｂの炭田名、Ｘ～Ｚに該当する語句を答えましょう。 

 

 1          …産業革命後、綿工業が発達。現在は大学の研究機関が集積し、先端産業が発達。 

 2          …Ａの(      )鉄山とＢの(        )炭田を背景に鉄鋼業が発達。 

            「鉄の都」と呼ばれたが鉄鋼業は衰退し、現在は先端技術産業が集積している。 

 3          …鉄鋼業   4          …化学工業（タイヤ） 

 5          …自動車工業→「自動車の町（モーターシティ）」として発展した。 

 6          …農業地域を背景に農業機械や食品工業が発達。 

Ｘ          …北東部の重工業が衰退した地域。 

 7          …食品工業、特にビール工業が発達。 

 8          …農業地域を背景に農業機械や食品工業が発達。 

 9          …綿花地帯を背景に綿工業が発達。 

10          …航空・宇宙産業が発達。→ケネディ宇宙センター、エレクトロニクスベルト 

11          …メキシコ湾岸油田を背景に、化学工業が発達。 

12          …航空・宇宙産業が発達→ジョンソン宇宙センター、シリコンプレーン 

13          …先端技術産業の集積地→シリコンプレーン 

14          …航空機、電気・電子産業→シリコンマウンテン 

15          …航空機産業 

16          …産・学・軍の共同によって発展した先端技術産業の集積地→シリコンヴァレー 

17          …先端技術産業の集積地→シリコンフォレスト ※紙・パルプ工業も 

Ｚ          …Ｙの北緯(   )度以南の地域で、北東部の重工業の衰退を受けて、1970 年代か

ら多くの企業や人口の移動が顕著となった。 


